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子 宮 頸 癌 の 手 術 療 法
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岡 山 大 学 教 授 八 　 木 　 日　 出　 雄

　子 宮頸癌 の 治療は 放射線療法が主流を なす もの

で ある． こ の こ と は 既 に 私 は 古 くか ら驥 々 論 じ て

い たが，昭 和26年 z）
に は 詳緬に そ の 理由を 述べ ，

放射 と 手術 と の 比較を行つ た．錦ち ， 放射療法は

あ らゆ る期別 の 頸癌に 無差溺 に 施行 し得，一
定 の

放射条件 ？L よ り，常 に
一定 の 5年治癒成績を挙げ

うるか らで あ る，手術療法を論ず る に 当つ て は 必

ず ， こ の 放射療法 と の 比較対照を 試み ，
5 年治癒

率に 於 て 確実に 放射成績を 上廻 る成績を期待 し う

る範囲 に 於て メ ス を 加 え な け れ ば な らぬ ． こ れ が

手術療法 の 根本 原則 で あ る と思 う
2）3）

．而 し て ， こ

の 範 囲 は 各術者 が ，各術式に よ り， 夫 々 自ら決定

す べ きもの と信ず る．手 術 は 手術 の 為に 手術をす

る の で な く，患者 を 治す為 に 手 術 を す る の で あ

り，切 つ て も切 らな くて も同等に 治る な ら切 らな

い 方が 好 ま しい の は 当然 で あ る か ら ， 放射 と手術

と 同等で ある 限 り放射 に 委せ る の が理 に 叶 つ て い

る．欧米 で Wertheim 術式が次第に すた れ て 放

射 の み に よる人 が多 くな つ た の は こ の 点か ら よ く

説 明 出来 る．

　 さて ，手術療法 と し て ， 古 くか ら第 i期癌に は

単純剔除 で 十 分な りと 信 ぜ られ広 く こ れ が行われ

た．私 も亦 ， 京都大学時代並に 岡大（昭 9〜21 年）

で 1期癌は 単純剔除で よい と思つ て い た．然るに

頸 癌 の 5 年治癒成績を正 確 に 統計
1）す る こ と に よ

り ， 1期癌の 単純 剔除 は 65．4％ 放射成績は 62．2

％ （第 7 回報告，昭 23 年）で 大差 な ぎ こ と を知 る

に 及 ん で ，単純剔 除 は 最早や 頸癌 の 手術 々 式 と し

て 認 め る こ と は 出来 な い と論 じ た
1）

． こ の 考え は

其 後 の 年次報 告に よ り益 々 明確化 され ，今回 の 昭

和 26 年迄 の 治療成績 第 15 回報 告 （第擺表 参照）

に 於 て も，単純捌除 68．4 ％ ，放射療法 66．7 ％ と な

り， 依然 こ の 考えを正 当 な りと し て い る．一方 こ

の 考 え は ，第 1期癌 に 於て も既 に 淋巴節に 約12％

の 転移
7）

が あ る 点 ， 並 に 骨盤結合織に も既に 7．3

％ の 浸潤
S）

が ある点等 に よ り裏書 ぎされ た ．従 つ

て 検鏡上 r癌で ある 」 こ と を確認 し た 場合に は ，

た と えそれ が極め て 初期 で あつ て も（1期 ）メ ス を

加 え るか らに は 広汎手術に よらな ければな らぬ こ

と を教える．事実，岡林式 の 成績は 1期は 85．9％
〜90．9％で あつ て常に 放射成績を有意に 上廻つ て

い る．附表 （a ）及び （b）は 国際子 宮癌委員会 の 発

行す る癌年報 Annual 　 Report の 最近号第 ユ0 巻

の 結論か ら採 つ た も の で あつ て ，1944〜48 の 5 年

間 の 治療成績 で ， 1期癌 5Q 例 以上 を有す る病 院 で ，

し か も i期癌に 対 し 40 ％以上手術を行つ た 10病

院を 選び，そ の 1期， H期 の 全体成績 （手術 ・放

射を含め た）（a ）表 と ，
こ れ と同期 間の 成績 の 中 ，

手術 を
一

切行 わ な い で 放射療法 の み を行 つ た代表

12病院の ！期 ，ll期 の成績を （b）表に 表わ し，こ

の 両表 の ．比較論か ら ， 1期癌に メ ス を加 え て い る

病院は 62．9％ の 治癒率で あ るに 対 し ，専 ら放射療

法の み を 行 う病院は 65．9 ％ を得て 居 り，従つ て手

術療法は 無用 で あ ろ う と結ん で い る の で ある．こ

の （a ）表 に 示 され た 各病院 の 1期 の 成績は 手術

（多 くは Wertheim 又 は そ の 変法）と放射 とを合

せ た もの で あ る か ら ， 直ち に 手術成績そ の もの で

あ る と い え な い に し て も ， 岡大の i期単純剔除 と

放射 の 数字 と略 々 似て 居 り， 裏を返 せ ば ， 広汎手

術 と い つ て も単純剔除に 近い 手術を 試み る場 合 に

は 最早や 放射療法を 凌 ぐ こ と が 出来 な い と い え よ

う．
「
従つ て ， 欧米の標準術式は Wertheim で あ
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るか ら，放射成績 の 向上 に 伴 い ，
メ ス を棄て る所

が続出 し た の も当然で ある．

　我国で は 岡林術式が広 く採用 され て い る．岡林

術 式 で は 今 日 な お ，放射成績 の 謄界 の 標準成績 よ

りも優れ た 成績を 1期 癌に対 し て 示 し うる か ら，

こ れ を 試み て よ い が ，将来放射療法が進歩 し て 岡

林を凌 ぐ よ うに なれ ば，其時は 勿論 メ ス を 棄て ね

ば な る ま い ．附表 （C ）は （a ）表に 掲げ られ た 岡大

の 1期， 豆期 の 成績 を治療法別 に 分けた 表 で あ る．

こ れ に よ り放射 と単純剔 除 と 岡林 と の 関係が ハ
ッ

キ リ示 され て い る．

　第 亜期癌に 対 し て も岡大 で は ， 岡林 62．1％ ， 放

射 45．0 ％ の 治癒率で ［期癌 と 同様 有意に 岡林が

優 つ て い る．皿期癌は 岡林 45 ％ ， 放射 26．4 ％ と

一一見岡林が よい よ うで あ る が，例 数が少い の と ，

各年次成績 に 於 て ％ が動揺 し， 1， E期 に 於 け る

如 く常に 確実に 優つ て い る と は 言い 難 い ．従つ て

私は 岡林術式に 於て は 1期 ， 皿期 の 範囲内 に 於て

は 確 実に 手 術療法が意義を もつ も の と思 う．

　 硼期癌に 対 し他 の術式 （例えば Brunschwig ）

に よ り， 放射成績 （例えば 岡大 26．4 ％，Stockho −

1m 　24．6 ％）を確実 に 凌 ぐ こ と が明か に なれば こ

れを 施行す る 価値が あ ろ う． こ の 点未だ確実な報

告に 接 し な い ．

　 さ て ，然 らば ， 1期 ， II期に 対 し私は 岡林術式

を や つ て い る の で あ る が ，常に 同
一術式 で 画

一的

tltR］1ち 1期で も 脚 1で も同様に 手術を し て ， 小骨

盤 腔 を完全 に 清掃 し て い る．然 らば，理論 的 に は

1， fi期は 同
一

の 治癒率を 示す筈であ る．しか し

事実は ， 1期は 常1，C　ll期 よ り治癒率が 高 い ．即ち

臨床 一L きめ た期別に 忠実に 比例 し て い る．何故か

？　再発
6）

も骨盤以外に 起 るも の は寧ろ少 く， 多

くは 骨 盤内再 発 で あ る．手術時に は 子宮，結合織，

淋巴節及 び 周囲脂肪織等，除去 し うべ ぎあ らゆ る

可 能な組織 は 悉 く剔除 し て い る の で あ る が ，臨床

期別 に従つ て 常に 1期が 旦期よ り優れ た治癒率を

示 して い る こ とは 非常に 興味あ る問題 で あ る、

　以 ヒの 頸癌手術 に 対す る私 の 見解は い わ ぽ一．樋

の Alles−oder −Nichts 　Gesetz と も称す べ く，メ

ス を加 え る か らに は 能 う限 り の 清掃を均
一

に 行 う

と い うも の で あ る． こ れ に 対 し， Maxirna1 −oder

Minimales 　 Gesetz と もい うべ き方針が ある と

思 う．即 ち 臨床上 又 は 開腹所見 に よ り癌 の 進 行程

度 に よ り或時 は 広 く， 或時は 狭 くと る （例 え ば 1

期癌で は 単純剔除），臨機応変 に や る と い う行 き

方 で あ る ．例えば 乳癌な ど で は こ の よ うな方法 も

採 られ て い る よ うで あ る が，子宮頸癌に 対 して は

果し て ど うで あろ うか ， 各位 の 御意見を承 りた い 。

　頸 癌手術 の 手技， こ とに 岡林術式 に つ い て は 私

は 度 々 論述 し て い る か らこ こ に は 一切省 き， 手術

療法 の概論 或は理 念に 関す る私 の 考 え方を述べ て

交見 の 資料 に 供 した い ．

　猶 ， 添附 し た 表は 我教室 の 最近 の 治療成績 で ，

1935〜1951年 （昭和 26 年迄）を 含 め た 第 15 園年

次報告で あ る．本年 4 月東京 の ア ジ ア産 科婦人科

学会 に 発表 した成績 は 1935 年〜1950年迄 の もの

で 第 14 回報告に 該当す る．

　　 　　 　　 　　　参 考 文 献

　　 　　 　（但 し 岡 大 婦 人 科 教 室 業 績 の み ）

　 1）八 木，橋本 ： 子 宮頸 癌 治 療 成 績 （第 7 回 綴 告 ）第43

回 H 婦 学会 総 会 ，昭 23 ．4 ．日婦 会 誌 ，43 巻 2 号 ，原 著 ：

日婦 会 誌，43巻 6 号，昭 23，1L − 2）八 木 ： 子 宮 頸 擣

の 手 術 療 法 ， 口 産 婦 誌 ，3 巻 5 号， 昭 26．5．一 ・− 3）八

木 ： 子 宮癌手 術 時 基 靱帯 の 処 理 に 就 て ，産 と婦，18巻 5

号 ， 昭 26 ．5．− 4）八 木 J 秋本 ： 子 宮頸 癌 治 療 報 告 （第

131叫報 告 ） 目産 婦 誌，5 巻 10号 ，ng31．9．− 5） Yagi

et 　 al ： Criteria　for　surgical 　 apProaeh 　in　treatrnent

of 　carcinol 皿 a 　of 　the 　cervLv ．．　Congress 　Volun ユe 　of

the 　L　Asiatic　Congress ，　p ．310，　1957 （第 14回報 告）、
− 6）立 花 ： 子 宮頸 癌 骨 盤 内淋 巴 節転移 と予 後 と の 関

係，　日 産 婦 誌 ，　7 巻 13号 ，　昭 30．ユ2．− 7）　
’
Tachibana ：

Lymph 　 nede 　metastasis 　in　cancer 　of 　the　uterin

cervix ，　 J．　 Jap．　 Obst．＆ Gyn ．
，
　 Vol．3

，
　 No ．1

，
1956．

− 8） 申 村 ： 子 宮 頸 癌 旁 結 合 繊 に 関 す る研 究 ，日 産 婦

誌，6 巻 12号 ，昭 3  ，12；
− 9） Annual 　Report　on 　the ・

Results　of 　Treatment 　in　 Carcinema　Qf　the　 uterusr ．
Stockholrn，　 Vol ．10 ，1955 ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和32年 9 月　1　日： 八 　　 木 1139− 93

t

　　　岡山大 学婦人科教室の 子宮頸 癌治療成績 （第 16回 報 告 ）
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一

1　 14．3

o　 　　 一

 

e

0

1　 1  O．0

o

5　 　 　 G

5

1124

（711 ） 欝 5 ・5・ lll謬 ・
27 … 122

　　1

o

14　 11．48

註　括 弧 内 （ ）数字は 手 術 例 数
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第皿 表 療 法 別 治 療 成 績 （5 年治癒率）

日産婦 誌 9 卷10号

臨

床

期

別

手 術 療 法 （術 後放 躬 併 用 ）

広 汎 手 徳 　（岡 林 術式 ）

「講 ｛・鞭 健儲

単 純 全 剔 手 術

1治 　療
l

I轟者 数 ［

放純

療
数

　

者

．
治

患

一

者存健後年5

射 　 療 　 法

p
・

・

陶

5年後健存 者

14gl128 （85．9％） 1
7。41as ， （62 ．、％） ；
・

127

・45・… l
o
　

−
　　　　t

771

⊥

0

5 39　（68．4％ ）

1　（14．3％）

0

75413735122

計

，
．慧者靉15年 後健 儲

　 　 　 　 　 　 　 　

50 　（66．7％）　　　　　281

186　（45．0％）　　　1，124　1

194　（26 ．4％ ）　，　　 796　…
　 　 　 　 　 　 　 　

圭
4 （11・5％） 11三ラ

・・3 亅592 （64・82％）［ 65 「4G ・… 53％1「・・345　i・・4 （33・… ）［・・2・
1
・… 6 （46・・…

217　（77．22％）

624　（55．51％）

221　（27．76％）

14　（11．48％）

　　　　　　　，

号

附
』
衷 　　a ，b．　 C ．

　　国 際子宮癌委員会年報 Annual 　Report　Vo1．10，　p．341，1955 に 掲げ られ た 1 ，∬ 期の 治癒成 績 の 中，

　（a ）表 は 最近 5 力 年間 （1944〜48）に 於 て 第 1 期癌 に 40％以上 根治手術 を 行 う病院で ．そ の 1 期癌が 50 例以 上

　　で あ る 世 界 各国の 年報参加病院か ら10病院 を選出 し て ，そ れ の 手術，放射を 含め た 成績 を 計 上 した もの で あ る ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 匡付　　表　（a）　　（1944〜194S）

Institution

Stage 　 I Stage 　 II

　　　　　　 5『year 　receveries
No ．　treated　1

　 Buenes 　 Aires

　 Vienna

　Heidelberg

　Leipzig

　W 貸rzburg

＊Okayama

　 Amsterda 皿

　 Z輩rich

　 Boston

　 San　 FranciscQ ，
「
　 Univ．　 Calif．

　 　 　 　 Tota1

　 62

　 74115350130

　 69

　 71

　 73136

　 99

1179

no ．

384982203625746518569

742

％

61．366

．271

．358

．047

．782

．664

．869

．962

．569

．7

62．9

No ．　treated

［

　 90162328395146380124125163134

2047

5−year 　 recoveries

ne ．　 ％

27　　 30．0

74　　 45．7

169　　 51．5

139 　　 35．2

46　　 31。5

ユ82 　　 47．9

54　　 43．5

7D 　　 56 ．0
’

73　　 44．8

45　　 33、6

879　 　 42．9
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（b）表 は こ れ と同期 間 に 於 て 取扱数 の 最も多い 12 病院 を 選び ， 1 期癌に 手術を行わ ず専ら放射療法の み を行 うと

　 こ ろ の 成 續 を 示 した もの ．

附 表 （b） （1944〜1948）

P

Institution

Stage 　 I Stage　ff
Jl’

．No ．　treated 、
1　 　 　 1，

N 傭 eate

引
5−year 　 recoverieS

　　 no ．　 ％

Brussels
ユIN（  ntreal ，　Inst．
CancerAarhusCopenhagen

Odense

　　　　　　　　　　 1

雛器 　 l
London

，
　Marie 　Curiei

Man 。h。、te。 　 　 …

Sh 。fi。ld 　 　 l
・uff ・1・ 　　 1

Pari、，1。 、t．．R 。di。 m 　I

8395871281252621097471671

　

151112

　

1

　

1

i

TotaI

1，．y』。． 。ec。。。。i。、

　　　 no ．　 ％

69　　 53．9

35　 　 55．6
80　 　 62。0

33∂　　 64．7
79　 　 73。1

152　　 77．2
106　　 62．0

178　　 73．6
40　　 51．3

71　　 64．0
37　　 59．7
125　　 71．4

「

3315072342993794889720453　

　

24

　

5171723

巨 97gI ・3… 5 ・・ 142・8

9431157225362861G9378653624

【
08
ρ
0

　

11993

28．242

．554

，050

．645

．Q ．

48．756

．848

．952

．451

．633

．746

．2

璽 」

d

（C）表 は （a）表に 掲げ られ た 岡山成績 を 治療方法 別 に 分 析 した もの で ある．

附　　表　（c ）　　（1944k1948 ）

t

iOkabayashi　 with

　 postoperative
　 　 　 X −rav

Abdominal 　 sirnp 正e

hysterectomy 　 with

postoperative　X −ray

… 9 ・　 iCase　
5
髦驪

．
（％） rC・・e

工

・ 1

　 Radiation
treatment 　 with

　 X ・ray 　 and

　 　 radium

5　year 　　（％ ）
　 cure

　

1　Case　　」
5year
　 cure

（％）　 Case

　 　 　 　 　 Total

」 壁呈3牌鶚
5year
　 cure

3330 （90．9） 11914
（73．7）

215 　　　116　　　（54．0）　　　　　　1　　　　0　　　（　0　）

Total

（％）

17 　13 　（76．5）16957

164　　　　66　　　　（40．2）　　　38G　　　182

1 ・仙 6 ・58… 1 … 4 ・・・… 1・8i　 79 ・43．・・

．

1　 ・・9 酷直 黜
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